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七
月
六
日
の
お
わ
た
ま
し
の
儀
に
あ
た
り
、

仏
具
・
備
品
の
購
入
に
あ
て
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

住
職
６
月
の
日
程
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３
日
（
月
）
首
都
圏
開
教
者
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〜
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六
回
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宝

新
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14
日
（
土
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定
例
法
話
会
・
寄
席
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日
（
土
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仏
具
お
み
が
き
会

27
日
（
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ン
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リ
ッ
ト
学
習
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定
例
仏
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住
職
７
月
の
予
定

６
日
（
日
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阿
弥
陀
如
来
像

お
わ
た
ま
し
法
要
（
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仏
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〜
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盆
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25
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仏
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７
月
の
お
た
の
し
み
寄
席
は
お
休
み
し
ま
す
。
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6月14日（土） 定例法話会・ふれあい寄席 13 : 30より

21日（土） 仏具おみがき会15 : 00より

27日（金） サンスクリット学習会・仏典読書会 13 : 30より

7月 6 日（日） 阿弥陀如来立像おわたまし法要（入仏）

（稚児行列募集）（定例法話会合流）

13日（日）～16日（水）盂蘭盆会

（棚経ご希望の方はお寺にお申込み下さい）

25日（金） 仏典読書会 13 : 30より

8月 9 日（土） 定例法話会・ふれあい寄席13 : 30より

13日（水）～16日（土）盂蘭盆会

（棚経ご希望の方お寺にお申込み下さい）

22日（金） 仏典読書会 13 : 30より

9月13日（土） 定例法話会・ふれあい寄席 13 : 30より

20日（土）～26日（金）秋の彼岸

（読経ご希望の方はお寺にお申込み下さい）

23日（火） 三寶寺秋の彼岸会 14 : 30より

（過去帳・法名軸・その他ご持参下さい）

26日（金） サンスクリット学習会・仏典読書会 13 : 30より

10月11日（土） 定例法話会・ふれあい寄席 13 : 30より

24日（金） サンスクリット学習会・仏典読書会 13 : 30より

11月 8 日（土） 三寶寺仏具おみがき会 15 : 00より

16日（日） 三寶寺報恩講☆定例法話会合流☆ 10 : 00より

26日（水）～28日（金） 京都本山報恩講上山予定

28日（金） サンスクリット学習会・仏典読書会 13 : 30より

12月 8 日（月） 成道会（釈尊）

13日（土） 定例法話会・ふれあい寄席 13 : 30より

━━ 三寶寺 2003年行事予定 ━━

お盆と彼岸会

☆7月、8月のお盆の棚経を、お早めに三寶寺ま

でお申し出下さい。

☆9月23日は合同秋の彼岸

会がございます。過去帳、

法名軸、その他ご持参に

てご来寺下さい。

御本尊おわたまし法要
日　　時　平成15年7月6日（日）
遷　　仏　9時頃
記念写真　9時40分頃
稚児行列　10頃出発
読　　経　11頃
お　　斎　12時頃

★記念撮影にどうぞご参列下さい。

（9時40分頃）

★稚児行列参加者募集、詳細は下記まで。

貸衣裳（金襴狩衣・冠・白衣・蓮花）・念珠・お

菓子付・写真代含む　お一人様6,000円

受付は7月3日（木）まで

雨天時は記念撮影のみとなります。
0463-93-3236 まで

住
職
随
想

七
月
の
お
わ
た
ま
し
の
法
要
に
、

六
十
名
以
上
の
方
々
が
ご
来
寺
下
さ

る
予
定
。
稚
児
の
親
子
を
入
れ
た

ら
八
十
名
以
上
に
な
り
そ
う
で
あ

る
。総

代
・
役
員
と
話
し
合
っ
て
、
貸

し
テ
ン
ト
、
椅
子
、
暑
い
の
で
冷
た

い
飲
み
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、
儀
式
の
た
め
の
会
場

係
、
交
通
整
理
、
各
寺
院
に
読
経
依

頼
、
本
寺
へ
は
法
話
依
頼
、
さ
ら
に

法
要
が
終
わ
っ
た
後
の
お
斎と
き

（
料

理
）
を
手
配
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

稚
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申
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ご
近
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一
生
の
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っ
た
。

ど
う
ぞ
、
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弥
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の
本

願
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あ
っ
て
下
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江
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仏
師

よ
り
「
単
な
る
仏
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で
は
な
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の

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
教
え
に
あ
え

る
は
ず
で
す
。」
の
お
手
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と
出
版
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送
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
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引
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三
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縁
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ん
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い
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さ
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